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通期連結業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2020 年 3 月 23 日に新型コロナウィルス（COVID-19）の感染拡大の影響を踏まえ、未定としておりま

した 2020 年 12 月期通期連結業績予想および配当予想の修正を下記のとおりお知らせいたします。 

また、当社は個別の業績予想を公表しておりませんが、2020 年 12 月期の業績予想と前期実績に差異

が生じる見込みであるため、あわせてお知らせいたします。 

記 

１．通期連結業績予想の修正 

１）2020 年 12 月期通期連結業績予想値の修正（2020 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想(A)  
百万円 

未定 
百万円 

未定 
百万円 

未定 
百万円 

未定 
円 銭 

未定 

今回修正(B) 49,000 2,400 2,600 1,450 101.79 

増減額 (B)－(A) ― ― ― ― ― 

増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期通期実績 

（2019 年 12 月期） 
61,073 6,219 6,243 2,748 191.73 

 

２）修正の理由 

2020 年 12 月期の通期連結業績予想につきましては、「2019 年 12 月期 決算短信」にて公表し

ましたが、新型コロナウィルスの感染拡大による影響から、業績予想を合理的に算定すること

が困難となったため、3 月 23 日に未定としておりました。国内では５月以降、緊急事態宣言の

解除等に伴い、また、海外においても、経済活動再開の動きによって、当社の主要な取引先で

ある自動車メーカーが生産を再開しております。未だ新型コロナウィルスの収束は見えず不透

明な経営環境は続いておりますが、現時点での入手可能な情報や予測等に基づき通期連結業績

予想を算出いたしましたのでお知らせいたします。 

中国は、既にコロナウィルスの影響前までに回復しており、堅調な推移が見込まれ、北米・

欧州につきましては、第 3 四半期以降 80～90%程度まで回復すると見込んでおります。アジアの

回復は第 4 四半期となり、日本は下期を通じて影響が長引く見込みであり、連結売上高は前期

比大幅な減少と予想しております。 

利益面につきましては、感染症対策を行いつつ各種対策を実施しておりますが、売上高の減

少による影響は大きく、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも前期比大

幅な減少となる見込みです。 

新型コロナウィルス感染者は、現時点でも全世界で拡大しており、各国政府の対策によって

は、事業環境は急変する可能性もあります。今後、事業環境の変化等によって業績予想の修正

が必要になった場合には速やかに開示いたします。 

なお、第３四半期連結会計期間以降の為替レートについては、１US$＝107 円を想定しており

ます。 
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２．配当予想の修正 

 １）2020 年 12 月期期末配当予想の修正 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2020 年 2 月 14日発表） 

円 銭 

－ 
円 銭 

30.00 
円 銭 

－ 
円 銭 

30.00 
円 銭 

60.00 

今回修正予想 － 15.00 － 未定 未定 

当期実績 －  －   

前期実績 

（2019 年 12 月期） 

－ 30.00 － 30.00 60.00 

 

２）配当予想修正の理由 

当社は、将来にわたる株主利益の確保と必要な内部留保を行い、業績も勘案しながら安定し

た配当を継続して実施することを基本方針としております。 

本日開示しております 2020 年 12 月期第 2 四半期決算短信のとおり、上期の連結業績は非常

に厳しい結果となり、運転資金も大幅に減少していることから 2020 年 12 月期の中間配当につ

きましては、15 円(配当予想から 15 円減少)に修正させていただきたく存じます。 

なお、通期連結業績予想については、現時点での入手可能な情報や予測等に基づき算出した

ものであり、未だ新型コロナウィルスの収束は見えず、感染者は現時点でも全世界で拡大して

おり、各国政府の対策によっては、事業環境は急変する可能性もあります。このような非常に

不透明な経営環境下では、運転資金は厚めに確保しておくことが必要と考えておりますので、

期末の配当予想につきましては、現時点では未定とさせていただき、今後の業績動向を見極め

たうえで、あらためて開示させていただきます。 

 

 

 

 

 

上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


